
１月以降の退職の場合、以降の未徴収税額は、原則一
括して徴収願います。（異動が１２月３１日までで、従業
員様が一括徴収を希望した場合は一括徴収願いま
す。）

未徴収税額は原則一括徴収の方法で納付

【１２月までに退職した場合】
未徴収税額は普通徴収か、本人が希望すれば一括徴収の方法で納付
（本人希望で一括徴収される場合は【１月以降に退職した場合】の記載例をご覧下さ
い。）

【１月以降に退職した場合】

一括徴収した税額は

異 動 が 令 和 ５ 年 1 月 1 日

月分で納入します。

従業員様退職時の異動届記載例

以 後 で 特 別 徴 収 の 継 続 の
希望がないためＸＸＸＸＸＸＸＸ［

2　

が1月３1日に退職し、１月中分の給与は２月に支給1　 異 動 が 令 和 年 12 月 31 日
ま で で 、 申 出 が あ っ た た め

１月分の給与まで天引き済、２月支給分で残りを一括徴収

◎給与の支払を受けなくなった後の月割額（未徴収税額）を
　一括徴収する場合は、下記の欄に記載してください。 税務一郎さん　　　年税額　　385,000円

6月：33,000円　　7月～5月32,000円
一 括 徴 収 の 理 由

受給者番号

（整理番号） 　　　　　　　　　　　徴収するよう連絡済です。

 電　話 -　　　　　-　　　　　

転 勤 等

に よ る

新 勤 務

左記勤務先へは月割額 円を
 担当者

所在地

（住所）

ﾌﾘｶﾞﾅ

徴収予定額（上記（ウ）と同額）

　年　　月　　日

給 与 支 払 額

住
　
所

１月１日 まんのう町〇〇　〇〇番地
385,000

異　動
後

の　住
所

128000

325,000

(※下記記入）

48,750

（理由　　　　　　）

控除社会保険料額
円

令和 5 年

　現　　在　 円 円
1

9 9 9

月 31 普通徴収

1 5
4　 長欠

日 3

9 円 6 月分から
月分まで

2 月分から
月分まで

3　 休職 6　　

257000

異 動 後 の 未 徴収
氏  名 　税務  一郎 税 額 の 徴 収

個人番号 9 9 9 9 9

旧
　
姓

（イ）
徴収済税額

　ゼイム　イチロウ

9 9 9

（ウ）
未徴収税額
（ア）－（イ）

異動年月日 異動の事由
(ア）

特別徴収税額
（年税額）

（
特

別

徴

収

義

務

者

）

給

与

支

払

者

令和　5　年　２　月　1　日提出

給
 
与
 
所
 
得
 
者

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

１１月以降の未徴収分の224,000円は後日、まんのう町
一括徴収した税額は より税務一郎さんに普通徴収分として、通知を送付します。

以 後 で 特 別 徴 収 の 継 続 の

希望がないためＸＸＸＸＸＸＸＸ［

（　　　月　　　日納期限分）

が１０月３０日に退職して、普通徴収となる場合1　 異 動 が 令 和 年 12 月 31 日
ま で で 、 申 出 が あ っ た た め

１０月分の給与まで天引き済、１１月以降は天引き未済2　

◎給与の支払を受けなくなった後の月割額（未徴収税額）を
　一括徴収する場合は、下記の欄に記載してください。 税務一郎さん　　　年税額　　385,000円

6月：33,000円　　7月～5月32,000円
一 括 徴 収 の 理 由

異 動 が 令 和 年 1 月 1 日

　　　　　　　　　　　徴収するよう連絡済みです。

転 勤 等

に よ る

新 勤 務
先

左記勤務先へは月割額 円を

特別徴収義務者

指　定　番　号

 担当者
所在地
（住所）

名称

ﾌﾘｶﾞﾅ

〒　　　-

-　　　　　-　　　　　

要　・　不要
受給者番号

（整理番号）
新規　　　

１月１日 まんのう町〇〇　〇〇番地
385,000 日

異　動
後

の　住
所

退 職 時 ま で の

(※下記記入）

387,000 円給 与 支 払 額
控除社会保険料額

　現　　在　 円 円

9 9 9 9

（理由　　　　　　）

9 円 6 4　 長欠

30

5 年5
10

8 9

月

 電　話

納付書
の送付

161000 224000

特別徴収義務者
指 定 番 号 8888888

個人番号
又は法人番号 1 2 3 4 3 電話 1234-56-7890

9 9個人番号 9 9 9 9 9

（イ）
徴収済税額

（ウ）
未徴収税額
（ア）－（イ）

異動年月日 異動の事由
異 動 後 の 未 徴収

氏  名 　税務  一郎 税 額 の 徴 収

7

まんのう町長　殿

徴 収 予 定 月 日

（
特

別

徴

収

義

務

者

）

給

与

支

払

者

給
 
与
 
所
 
得
 
者

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

まんのう町長　殿
住所（居所）
又は所在地 　〇〇県〇〇市〇〇　○○番地

令和　5　年　11　月　1　日提出

月分から

徴 収 予 定

2,580,000 円

住
　
所

令和

住所（居所）
又は所在地

氏名又は名称

個人番号
又は法人番号 1

普通徴収

　ゼイム　イチロウ 旧
　
姓

(ア）
特別徴収税額

（年税額）

12 3 4 5 6 1234-56-78909 08 2

③3　 休職 6　　

月分から
月分まで

11 月分から
月分まで10

①　退職

　〇〇県〇〇市〇〇　○○番地

受 給 者 番 号
（ 整 理 番 号 ）

特別徴収義務者
指 定 番 号 8888888

3 電話

担当者　株式会社　　〇〇〇 まんのう太郎

1　 特別徴収継続

一括徴収2　2　転勤 5　 死亡

受 給 者 番 号
（ 整 理 番 号 ）

1　 特別徴収継続

2　転勤 5　 死亡 ②　一括徴収

①　退職

　令和５年　２月１０
日

退 職 時 ま で の

月分から

円

要　・　不要新規　　　

担当者 まんのう太郎

0 1 25 6 7

（　　3月　10日納期限分）

名称

納付書
の送付

特別徴収義務者

指　定　番　号

月分で納入します。

〒　　　-

　　　　　　　　　　　個人番号又は法人番号

円

128,000

2

　　　　　　　　　　　個人番号又は法人番号

円

徴 収 予 定

徴 収 予 定 月 日

氏名又は名称 　株式会社　　〇〇〇

徴収予定額（上記（ウ）と同額）



２月以降は次の職場で給与から天引きとなります。
一括徴収した税額は 月分で納入します。

（　　　月　　　日納期限分）

次の職場に連絡済みの場合。2　 異 動 が 令 和 年 1 月 1 日
以 後 で 特 別 徴 収 の 継 続 の
希望がないためＸＸＸＸＸＸＸＸ［

徴 収 予 定 月 日 徴収予定額（上記（ウ）と同額）

が1月３1日に退職し、2月以降の給与からの天引き額は
1　 異 動 が 令 和 年 12 月 31 日

ま で で 、 申 出 が あ っ た た め

　年　　月　　日

円

　　　　　　　　　　　個人番号又は法人番号

◎給与の支払を受けなくなった後の月割額（未徴収税額）を
　一括徴収する場合は、下記の欄に記載してください。 税務一郎さん　　　年税額　　385,000円

6月：33,000円　　7月～5月32,000円一 括 徴 収 の 理 由 徴 収 予 定

株式会社　○○○ 2月分から
納付書
の送付 要　・　不要特別徴収義務者

指　定　番　号
99999999　　　　　　　　　　　　　　　新規

受給者番号

（整理番号） 　　　　　　　　　　　徴収するよう連絡済です。

転 勤 等

に よ る

新 勤 務
先

左記勤務先へは月割額 32,000 円をﾌﾘｶﾞﾅ ｶﾌﾞｼｷｶｲｼｬ　○○○
 電　話 0987-65-4321

名称

48,750 円
退職時までの
給与支払額

所在地

（住所）

〒△△△-△△△△

○○県○○市○○　〇〇〇番地〇  担当者 まんのう次郎

（理由　　　　　　）

325,000 円
控除社会保険料額

3　 休職 6　　 3 普通徴収

異　動
後

の　住
所

257000 128000 (※下記記入）

一括徴収

　現　　在　 円 円
1 月 31 日

住
　
所

１月１日 まんのう町〇〇　〇〇番地
385,000

1 5
①　退職 4　 長欠 ① 特別徴収継続

令和 5 年
2　転勤 5　 死亡 2　

円 6 月分から
月分まで

2 月分から
月分まで

9 9 9 9 9 9

氏  名 　税務　一郎 税 額 の 徴 収

個人番号 9 9 9 9 9 9

(ア）
特別徴収税額

（年税額）

（イ）
徴収済税額

（ウ）
未徴収税額
（ア）－（イ）

異動年月日 異動の事由
異 動 後 の 未 徴収

電話 1234-56-7890
受 給 者 番 号
（ 整 理 番 号 ）

給
 
与
 
所
 
得
 
者

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ 　ゼイム　イチロウ 旧
　
姓

8 9 0 1 2 3

8888888
令和　５　年　２　月　1　日提出

個人番号
又は法人番号 1 2 3 4 5 6 7

まんのう町長　殿

（
特

別

徴

収

義

務

者

）

給

与

支

払

者

住所（居所）
又は所在地 　〇〇県〇〇市〇〇　○○番地

氏名又は名称 　株式会社　　〇〇〇 担当者 まんのう太郎 特別徴収義務者
指 定 番 号

さんに普通徴収分として、通知を送付します。一括徴収した税額は 月分で納入します。

（　　　月　　　日納期限分）

【転職・転勤した場合】
転職・転勤し、次の職場と特別徴収について連絡がついている場合は次の勤務
先でも特別徴収を継続いただくことになります。

2　 異 動 が 令 和 年 1 月 1 日
以 後 で 特 別 徴 収 の 継 続 の

385,000円全額について後日、まんのう町より税務一郎希望がないためＸＸＸＸＸＸＸＸ［

徴 収 予 定 月 日 徴収予定額（上記（ウ）と同額）
が当初納税通知受領日には既に退職していた場合1　 異 動 が 令 和 年 12 月 31 日

ま で で 、 申 出 が あ っ た た め

　年　　月　　日

円

　　　　　　　　　　　個人番号又は法人番号

◎給与の支払いを受けなくなった後の月割額（未徴収税額）を一括徴収する場合は、
   次の欄に記載してください。 税務一郎さん　　　年税額　　385,000円

6月：33,000円　　7月～5月32,000円
一 括 徴 収 の 理 由 徴 収 予 定

月分から
納付書
の送付 要　・　不要

特別徴収義務者

指　定　番　号
新規　　　

受給者番号

（整理番号） 　　　　　　　　　　　徴収するよう連絡済です。

左記勤務先へは月割額 円をﾌﾘｶﾞﾅ  電　話 -　　　　　-　　　　　
名称

円給 与 支 払 額

所在地

（住所）

〒　　　-
 担当者転 勤 等

に よ る

新 勤 務
先

退 職 時 ま で の

1,200,000 円
控除社会保険料額 180,000

6　　 ③ 普通徴収
異　動

後
の　住

所

385000 (※下記記入） （理由　　　　　　）

円
4 月 30 日 3　 休職住

　
所

１月１日 まんのう町〇〇　〇〇番地
385,000

5
　現　　在　 円

4　 長欠 1　 特別徴収継続

令和 5 年
2　転勤 5　 死亡 2　 一括徴収

月分から
月分まで

6 月分から
月分まで

①　退職9 9 9 9 9 円9 9 9 9 9 9

(ア）
特別徴収税額

（年税額）

（イ）
徴収済税額

（ウ）
未徴収税額
（ア）－（イ）

異動年月日 異動の事由
異 動 後 の 未 徴収

税 額 の 徴 収給
 
与
 
所
 
得
 
者

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ 　ゼイム　イチロウ 旧
　
姓

氏  名 　税務　一郎

個人番号 9

2 3 電話 1234-56-7890
受 給 者 番 号
（ 整 理 番 号 ）6 7 8 9 0 1

まんのう太郎
特別徴収義務者
指 定 番 号 8888888

令和　５　年　５　月　20　日提出
個人番号

又は法人番号 1 2 3 4 5

【既に退職していた場合】
納税通知を受け取った時点で既に従業員様が退職している場合で
す。
未徴収税額は普通徴収の方法で納付

まんのう町長　殿

（
特

別

徴

収

義

務

者

）

給

与

支

払

者

住所（居所）
又は所在地 　〇〇県〇〇市〇〇　○○番地

氏名又は名称 　株式会社　　〇〇〇 担当者


